
個
別
的
に
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
が
注
意
し
て
頂
き
度
い

同

一
、
監
察
方
法

監
察
の
為
の
特
別
な
る
方
法
を
講
じ
て
は
な
い
が
各
課
長
が
委
員
で
あ
る

為
め
自
己
の
課
に
属
す
る
課
長
の
勤
務
0
事
務
慮
理
〇
官
場
秩
序
0
等
に

就
て
は
絶
へ
ず
監
察
し
不
都
合
の
事
が
あ
れ
ば
其
都
度
之
を
指
摘
是
正
し

て
を
る
具
体
的
方
法
と
し
て
は
出
勤
簿
0
行
事
予
定
表
〇
勤
務
日
誌
等

を
作
成
し
監
察
の
方
法
と
す
る
と
共
に
必
要
の
都
度
監
察
委
員
會
を
開
い

て
慮
理
す
る

二
、
監
察
の
結
果

①

勤

務

状

況

勤
務
状
況
は
一
般
に
良
好
と
認
め
る
。

本
委
員
会
成
立
後
優
秀
職
員
一
―
―
名
を
文
部
事
務
官
（
三
級
官
）
に
任
用

し
勤
務
状
態
不
良
な
る
職
員
を
解
屈
す

③
事
務
慮
理
の
状
況

事
務
慮
理
は
概
ね
適
切
で
あ
る
。

事
務
慮
理
の
適
正
な
る
配
分
が
責
任
〇
能
率
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
で

あ
る
か
ら
之
の
事
に
就
て
は
絶
へ
ず
監
察
し
適
材
適
所
主
義
に
徹
す
る

為
め
目
下
配
縦
轄
換
を
考
慮
中
で
あ
る

本
省
へ
の
希
望
。
同

一
事
項
に
就
て
の
照
會
調
査
報
告
等
を
各
部
局
が

事
務
官

中
村

同

同

良
策
（
教
務
課
長
）

脇
本
十
九
郎
（
文
庫
課
長
）

順
（
生
徒
課
長
）

正
義
（
総
務
課
長
）

西
本

同

同

監
察
委
員
長
學
校
長

監

察

委

員

教

授

上
野
村
田

直
昭

学
校
長

失
い
、
構
内
に
居
住
し
て
い
た
者
の
一
部
を
立
退
か
せ
た
。

三
、
官
場
秩
序
の
監
察

官
場
秩
序
の
保
持
は
大
体
厳
正
で
あ
る
。

四
、
其
他

①

火

災

豫

防

火
災
豫
防
対
策
に
就
て
は
夜
間
特
に
警
備
員
＝―-
名
を
し
て
午
後
五
時
よ
り

翌
午
前
七
時
一
二
十
分
迄
の
間
に
九
回
構
内
外
を
巡
回
せ
し
め
居
る
も
本
校

内
建
築
物
は
主
に
木
造
建
瓦
葺
及
亜
鉛
板
葺
に
し
て
何
れ
も
明
治
年
間
の

建
築
に
係
り
―――
十
年
以
上
を
経
過
し
為
め
に
腐
朽
甚
し
く
雨
淵
多
く
従
っ

て
電
灯
配
線
に
於
て
も
相
当
不
良
箇
所
多
く
急
速
に
改
修
に
迫
ら
れ
居
る

も
豫
算
不
足
に
て
宜
現
困
難
に
し
て
憂
慮
し
居
り
加
ふ
る
に
終
戦
後
戦
災

の
為
め
家
を
失
ひ
た
る
生
徒
及
教
職
員
の
構
内
居
住
者
の
各
室
の
配
線
も

危
険
箇
所
多
く
之
れ
又
改
修
予
算
を
豫
算
掛
及
施
設
局
を
通
じ
増
額
方
要

求
中
に
し
て
増
額
を
得
る
ま
で
居
住
者
は
勿
論
笞
備
員
を
督
勘
細
心
の
注

意
を
彿
ひ
萬
遺
憾
な
き
様
期
し
4

つ
あ
り
。

③
學
生
生
徒
の
福
利
更
生

内
職
斡
旋
〇
學
徒
援
護
会
の
利
用
〇
學
校
聯
合
食
堂
組
合
の
利
用
0
文
部

省
鶴
ヶ
島
学
校
聯
合
農
場
の
耕
作
。
（「昭和
せ
一
年
度
文
部
省
報
告
綴
庶
務
」
）

⑲

構
内
居
住
者

昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
、
本
校
は
左
記
の
通
告
を
発
し
、
戦
災
で
家
屋
を
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こ 日 油 塑 木 図 彫 鍛 鋳 漆 建 師 ムロ
本
画 画 造 彫 案 金 金 金 工 築 範 計

倶 楽 部i7 8 4 3 8 1 1 2 1od44(2) 

元 道 場 7 2 1 2 1 1 2 16 

ラグーザ記念館 4 2 2 1 ， 
建築科地下 6 6 

元弓道場 I 1 I 2 5 

工芸科倉庫 1 1 2 4 

娯 楽 室 (2) 1 1(2) 

工芸科小使室 3 3 

旧版画教室 1 I 2 

ラグビー小舎 2 2 

元理髪店跡 1 1 

其他（不明） 2 1 3 

A ロ 計 14 18 10 6 11 I 3(2) 4 8 7 , 14(2),| 96(4) 

（「校内居住者及配給物資等調査一覧 生徒課」による）

構
内
居
住
者
（
職
員
、
生
徒
及
其
の
扶
養
家
族
を
除
く
）
宛

菅
原
弘
、
安
川
国
男
、
安
川
良
正
、
渡
辺
蔵
八
、
渡
辺
幸
江
、

川
村
公

司
、
松
下
直
、
片
山
成
一

、
片
山
正
男
、
鳥
居
塚
誠
一

、
中
村
誠
、
上

田

郁

夫

計

12

貴
殿
に
は
豫
て
か
ら
本
校
構
内
に
居
住
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
右
は
学
校
運

営
上
支
障
が
あ
り
ま
す
か
ら
住
宅
難
の
折
柄
寒
に
困
難
の
こ
と
4

存
じ
ま
す

⑳
大
学
昇
格
問
題

敗
戦
に
よ
る
国
家
体
制
の
破
綻
と
連
合
国
軍
総
司
令
部

(G
H
Q
)
に
よ
る

支
配
は
、
わ
が
国
の
教
育
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
変
革
の
直
接
的
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
G
H
Q
の
要
請
に
よ
っ
て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の

二
度
に
わ
た
る
報
告
書
で
、
特
に
第
一
次
報
告
（
昭
和
二
十

一
年
一
二
月
末
日
）

は
、
戦
前
の
弊
害
を
払
拭
し
て
個
人
尊
重
の
教
育
理
念
に
立
脚
し
た
民
主
的
教

育
体
制
を
樹
立
す
る
た
め
の
基
本
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

二
十
一
年
八
月
に
は

内
閣
に
教
育
刷
新
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
教
育
改
革
の
た
め
の
調
査
、
審
議
が

始
め
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
は
高
等
教
育
の
改
革
に
も
著
し
い
影
響
を
及

ぽ
し
、
教
育
の
機
会
均
等
、
政
府
や
官
僚
に
よ
る
支
配
か
ら
の
解
放
と
い
う
基

本
路
線
に
沿
っ
た
改
革
が
進
め
ら
れ
、
戦
前
の
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
師
範

学
校
、
大
学
等
を
母
体
と
し
て
新
制
高
等
学
校
と
四
年
制
の
新
制
大
学
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
制
大
学
の
目
的
は
、
昭
和
二
十
二年―――

月
公
布
の
学
校
教
育
法
に
於
い
て
「
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知

識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、

道
徳
的

及
び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
た
。

新
制
大
学
は
、
公
、
私
立
の
一
部
が
昭
和
二
十
三
年
度
に
、
国
立
が
翌
二
十

四
年
度
に
発
足
し
た
。
東
京
芸
術
大
学
の
発
足
も
二
十
四
年
度
で
あ
る
が
、

あ
っ
た
。

な
お
、
同
年
五
月
現
在
の
校
内
居
住
者
数
（
生
徒
）
は
上
の
表
の
と
お
り
で

が
来
る
三
月
末
日
迄
に
校
外
に
轄
出
せ
ら
れ
る
様
右
御
通
知
致
し
ま
す
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